
カリキュラム・ポリシー 

本学は「建学の精神」に基づく教育理念・教育目標を実現するために、ディプロマ・ポリシーを構

成する 3つの資質・能力を、2年間の教育課程において一体的なものとして修得していきます。  

❶保育・教育に関する基礎的な内容を幅広く学ぶための教育の基礎的理解に関する科目を配

置する。  

❷保育・教育に関する専門教育科目を学び問題解決能力やコミュニケーション能力を高める教

育及び保育内容の指導法に関する科目を配置する。  

❸自立した社会人になるために、よりよき社会の形成に自ら貢献する意欲と生涯学習力を育て

る発展的な内容を学ぶ実習、ゼミナール、地域貢献活動等に関する科目を配置する。  

 

学修方法・学修過程の在り方 

本学の教育理念である「豊かな人間性と確かな技術」の養成を実現するために協同教育1の理念に基づいた学

修方法を取り入れ、実践する。「協同学習」の様々な実践法はアクティブ・ラーニングの根幹を支える学修方法であ

り、講義・演習・実験・実習等あらゆる教育活動の基盤である。また、協同学習は協同の精神に基づいて学習目的の

達成に向け、仲間が心と力を合わせて、自分と仲間のために真剣に学ぶことを「善し」とする心構えを養成する。協

同の精神を持つことで、学習者は自分の学習に対する責任感や学習意欲を高めるとともに、仲間の学習に対する尊

重や支援を示すことができる。  

学修成果の評価の在り方 

本学の教育理念である「豊かな人間性と確かな技術」の養成を実現する観点から、GPA 制度を用いた点検・評

価・改善を行い、教育の質を保証する。ディプロマ・ポリシーの達成を目標に、各科目のシラバスにおいて評価方法

を定め、適切に評価を実施する。学生は「履修カルテ」を利用して自己の学修を振り返り、教員は学生の自己評価を

ベースにしながら指導を展開する。その過程の中で、評価指標などを取り入れながら、学生の学修成果全体を点

検・評価・改善する。  

 

 
1 協同教育   互いに学び合い、高まり合う人間関係に基づく教育の総称 


